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 にんげん
人間

い

以
がい

外に
あせ

汗をかく
どうぶつ

動物はいるの 

●
あせ

汗は
たいおん

体温を
さ

下げるためにかく 

 
あせ

汗は、
なつ

夏
あつ

暑いとき、あるいは
うんどう

運動した
あと

後などに
で

出ますね。
あせ

汗は、
じょうはつ

蒸発していくとき、
ひ

皮ふ

から
ねつ

熱をうばっていきます。
びょうき

病気で
こうねつ

高熱が
で

出たとき、
くすり

薬や
からだ

体を
あたた

温めるなどで、
あせ

汗をかか

せて
ねつ

熱を
さ

下げることも、よく
おこな

行われます。 

 
あせ

汗は、
たいおんちょうせつ

体温調節のためのしくみなのです。でも、
あせ

汗をかくのは、
あせ

汗で
たいおん

体温をいつも
いってい

一定に
ちょうせつ

調節している、ウマ、
にんげん

人間、ネコなどのほ
にゅうどうぶつ

乳動物だけなのです。ほかの
どうぶつ

動物は、
いき

息を
はや

速く

して
からだ

体を
ひ

冷やしたり、すずしい
ところ

所や
あな

穴に
はい

入ったりします。 

●
にんげん

人間のように
あせ

汗をかく
どうぶつ

動物は
すく

少ない  

 ほ
にゅうどうぶつ

乳動物の
なか

中でも、
にんげん

人間のように、
ぜんしん

全身に
あせ

汗をかくしくみをもっているものは、そうは

いません。ウマは、
にんげん

人間のように
あせ

汗をかきます。ネコは、
あし

足の
うら

裏に
あせ

汗をかき、
じ め ん

地面ににおい

を
のこ

残します。 

 カバも
あせ

汗っかきで、
みず

水から
で

出て、
りく

陸に
あ

上がってくると、
ぜんしん

全身
あせ

汗びっしょりです。しかも、

その
あせ

汗が
く う き

空気にふれると、
ま

真っ
か

赤になります。
あせ

汗にふくまれた
し き そ

色素が、
く う き

空気の
なか

中の
さ ん そ

酸素で
あか

赤

く
か

変わるのです。カバの
ひ

皮ふは、かわくと、ぼろぼろはがれやすくなるため、
おお

大
あせ

汗をかいて、
ひ

皮ふが
かんそう

乾燥しないようになっているのです。
たいおんちょうせつ

体温調節の
あせ

汗とは、
すこ

少しちがいます。 

●
あせ

汗が
で

出ない
どうぶつ

動物は、
たいおんちょうせつ

体温調節をくふうしている  

 
あせ

汗を
だ

出すしくみがないイヌは、よだれでぬれた
した

舌を
だ

出しながら、ハッハッと
いき

息を
はげ

激しくし

て、よだれの
じょうはつ

蒸発で、
たいおん

体温を
さ

下げます。ゾウは、
おお

大きな
みみ

耳をばたばた
うご

動かして、
みみ

耳や
みみ

耳の
した

下

に
あつ

集まった
けっかん

血管に
かぜ

風を
おく

送って、
たいおん

体温を
さ

下げます。ウサギも、
はし

走りながら
みみ

耳を
た

立て、
なが

長い
みみ

耳の
うちがわ

内側に
あつ

集まった
けっかん

血管を、
かぜ

風で
ひ

冷やして
たいおん

体温を
さ

下げています。（監修・今泉 忠明） 


